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１ 宇宙領域の特性（１） 宇宙についての疑問

１ どこからが宇宙か？

誰が領有しているのか？

２ 宇宙は無重力か？暗いのか？

寒いのか？天気はあるのか？

©NASA ©US DOD

©JAXA 出典：JAXAホームページ



１ 宇宙領域の特性（２） 宇宙システムとは？

＊宇宙システムとは？

① ロケット（運搬機）

② 宇宙セグメント

（人工衛星）

③ 地上セグメント

（地上管制局）

④ リンクセグメント
出典：Space Launch Report ホームページ

主要国のロケット打ち上げ数（カッコ内は打ち上げ失敗数）

２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２

中国 ２２（０） １８（２） ３９（１） ３４（２） ３９（４） ５５（３） ６４（２）

米国 ２１（０） ２８（０） ２９（０） １９（０） ３５（３） ４３（２） ７６（３）

ロシア １９（１） ２０（１） ２０（１） ２５（０） １７（０） ２５（２） ２２（０）

欧州 ９（０） ９（０） ８（１） ６（１） ５（１） ６（０） ５（１）

日本 ４（０） ７（０） ６（０） ２（０） ４（０） ３（０） １（１）

インド ７（０） ５（１） ７（０） ６（０） ２（０） ２（１） ５（１）

出典：ミリタリーバランス２０１２、２０２３

２０１２ ２０２３

中国 ４０（偵察26、測位10、早期警戒0、通信4） １９７（偵察136、測位45、早期警戒5、通信11）

米国 ９７（偵察30、測位31、早期警戒5、通信31） １３２（偵察45、測位30、早期警戒10、通信47）

ロシア ５８（偵察24、測位27、早期警戒4、通信3） ８２（偵察18、測位27、早期警戒5、通信32）

日本 ５（情報収集衛星5） 15（情報収集衛星9、みちびき4、きらめき2）

主要国の保有する軍事衛星の種類と運用機数



１ 宇宙領域の特性（３） 人工衛星の機能と軌道

出典：一般財団法人リモート・センシングセンター「人工衛星による地球の観測とは？」
www.restec.or.jp/knowledge/sensing/sensing-2.htm/

「宇宙システムは軍民デュアルユース」

１ 人工衛星の機能

①通信・放送機能

②リモートセンシング（偵察）機能

③測位・航法・時刻配信（PNT)機能

２ 人工衛星の軌道

①静止軌道

②極軌道（太陽同期軌道）

③傾斜軌道

３ 人工衛星の重要な要素

①軌道、②サイズ、③周波数、④ミッション



２ 宇宙の軍事利用（１） 宇宙開発の幕開け

ＷW２ ドイツがV2ロケットを開発・配備

戦後、米ソの宇宙開発競争

1957年 ソ連、世界初の人工衛星

「スプートニク1号」打ち上げ

1961年 ソ連、世界初の有人宇宙飛行

ガガーリン宇宙飛行士

「地球は青かった」

1969年 米国、世界初の月面着陸

「アポロ11号」

1970年 我が国初の人工衛星

「おおすみ」打ち上げ

©JAXA ©JAXA

©NASA

©JAXA



２ 宇宙の軍事利用（２） 軍事宇宙利用の潮流

©NASA

①「東西冷戦期」
米ソの軍事衛星開発競争、ASAT兵器の開発
核戦略のための衛星利用、「暗黙の了解」による安定

②「湾岸戦争からイラク戦争まで」
米軍による作戦・戦術レベルでの宇宙利用（作戦支援）

③「中国の台頭」（2007年ASAT実験から）
2007年中国が衛星破壊実験
中国の躍進、ロシアの復活、宇宙の軍事利用の多極化

④「ウクライナ戦争」以降：
初の「商業宇宙戦争」
「宇宙優勢の確保」と「宇宙コントロール」の時代へ



２ 宇宙の軍事利用（３） 宇宙空間における安全保障の動向

2007年1月 中国が衛星破壊実験

2015年「宇宙はサイバー空間と並び、国家間における

戦略的競争の鍵を握る新たな高地」

（中国国防白書「中国の軍事戦略」）

2017年「陸海空、サイバー領域と同様、宇宙を戦闘領域

として位置付ける」

（AFAセミナー、ゴールドフィン米空軍参謀総長）

「宇宙は戦闘領域」「宇宙を制する者が戦いを制す」
①宇宙が情報優越の鍵を握る
②戦争は宇宙から始まる可能性が高い
③「宇宙での敗北」は戦争の敗北につながる



２ 宇宙の軍事利用（４） 安全保障分野における宇宙利用

安全保障分野における宇宙利用のイメージ（出典：令和2年防衛白書）

【静止軌道】
通信衛星
早期警戒衛星(IR)
データ中継衛星
気象衛星

【中高度軌道等】
測位衛星

【低軌道】
偵察衛星（光学、
SAR、SIG等）、
通信衛星(ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ）



３ 宇宙における脅威（１） スペースデブリ

出典：NASA Orbital Debris Quarterly News, Volume 27, issues 1 Mar 2023

ロシアの軍事通信衛星と
米イリジウム社通信衛星
の衝突(2009.2.10)

ロシアの衛星破壊実験
(2021.11.15)

衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ
の増大

中国の衛星破壊実験
(2009.1.11)



３ 宇宙における脅威（２） 宇宙空間の混雑化

「高機能の大型衛星から
低軌道小型衛星群への転換」
＊コンステレーション
＊超小型衛星
＊小型即応ロケット

「宇宙空間を利用した戦闘」
「抗たん性・機能保証」
＊DARPA「ブラックジャック計画」
＊米宇宙軍SDA「PWSA計画」

©DARPA 
DARPAのブラックジャック計画（イメージ図）

宇宙空間が混雑化＝衝突のリスク



３ 宇宙における脅威（３） 宇宙システムに対する脅威

①キネティック物理的対宇宙兵器（衛星を直接攻撃）

＊直接上昇型と共軌道型

＊スペースデブリ発生のリスク

②ノンキネティック物理的対宇宙兵器

（物理的に衛星に接触することなく破壊）

＊レーザー兵器、高出力マイクロ波兵器、電磁パルス兵器

③電子的(電磁波的)対宇宙兵器（データの送受信無線を妨害・欺瞞）

＊ジャミングとスプーフィング

④サイバー対宇宙兵器（サイバー空間を利用しデータやシステムを破壊）

＊データの破壊・損失・混乱、衛星乗っ取り



３ 宇宙における脅威（４） 中国の脅威

湾岸戦争(米軍の宇宙利用)の教訓

「情報化条件下の局地戦に勝利」

「制信息権」(情報を制す)

「制天権」獲得(宇宙を制す)

2015年「中国の軍事戦略」

「宇宙は、国家間における戦略的

競争の鍵を握る新たな高地」

2015年「戦略支援部隊」創設

2024年「軍事宇宙部隊」新編

【直接型ASAT】
2007.1.11 SC-19（DN-１）による衛星破壊実験

（大量のスペースデブリ発生）
2010、2013 SC-19（DN-1）による弾道弾破壊実験
2013 DN-2によるASAT実験（中高度）

（GPS衛星の破壊を想定？）
2015～2018 DN-3によるASAT実験（静止軌道）

（静止衛星の破壊を想定？）

【ノンキネティックASAT】
2006 米国の画像衛星にレーザー照射
2018 南沙諸島ミスチーフ礁に電磁妨害装置を配備
2019 上海港付近での電波干渉（ジャミング及びスプーフィング）
※高指向エネルギー兵器の開発

【サイバー攻撃】
2007、2008 米国の地球観測衛星にサイバー攻撃
2014 米国NOAAの気象衛星にサイバー攻撃

【共軌道型ASAT】
2019.4 RPO実験「試験衛星SJ-17」



①初めて宇宙領域が戦闘領域となった
＊紛争当事国双方が本格的に宇宙を作戦利用

②初の「商業宇宙戦争」
＊商業衛星画像（プラネット等）や衛星通信(スターリンク等)の利用
＊商用サービス等を活用して技術の優位性やレジリエンスを確保
＊危機の前に商用サービスの活用を確実に準備

→演習等に民間企業が参加し、強固な関係構築と相互理解
を促進、セキュリティ対策情報の共有、利用可能な
商用サービスの理解向上

③初めて双方が宇宙利用を妨害
＊宇宙システムへのサイバー攻撃から戦端が開かれた
＊宇宙システムの抗たん性(ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ)・機能保証・
サイバーセキュリティが鍵（民間宇宙システムの能力向上と活用）

３ 宇宙における脅威（５） ウクライナ戦争の教訓



４ 宇宙と安全保障（１） 宇宙安全保障の二つの側面

「宇宙安全保障」：「安全保障のための宇宙」と「宇宙のための安全保障」

という二つの側面

①「安全保障のための宇宙」：地球上の戦いに勝利するための宇宙利用

②「宇宙のための安全保障」：安定的宇宙利用の確保（宇宙ｼｽﾃﾑを守る）

地球観測衛星(ALOS2)©JAXA 測位衛星(みちびき)©JAXA 気象衛星(ひまわり)©気象庁

通信衛星(スーパーバード２)

©スカパーJSAT

H２ロケット©JAXA



４ 宇宙と安全保障（２） 「宇宙領域を守る」という概念

宇宙条約(1967年）

①月その他の天体の平和目的の利用

②宇宙空間の探査と利用の原則的自由

③領有の禁止

宇宙には国境がない、領空侵犯のような概念が存在しない。

→宇宙から他国を撮像（偵察）することは合法

→「自衛権の発動」 「宇宙領域を守る」という概念が不明瞭⇒「何を守るのか？」

＊我が国上空を偵察する衛星を攻撃する根拠は？

＊我が国の衛星が地球の裏側で攻撃を受けた時反撃ができるのか？

＊通信やデータリンクに対する電磁波攻撃・サイバー攻撃に反撃ができるのか？

宇宙空間は

＊国家による領有禁止

＊全ての国家が自由に利用可能

「空間的支配」の概念が成立しない



４ 宇宙と安全保障（３） 「宇宙における抑止」の概念

宇宙空間において伝統的な「懲罰的抑止」「拒否的抑止」の効果は不明瞭

＊スペースデブリを発生させない報復攻撃

＊地上における報復攻撃 → マルチドメインでの抑止

＊宇宙システムの機能保証による完全な防護

宇宙空間の特性 ①「領域を守る」概念が不明瞭

②攻撃者の特定が困難

③攻撃によるスペースデブリの発生リスク

④宇宙利用の非対称性

⑤宇宙システムの脆弱性と防護の困難性

「宇宙空間は、地上・海上・航空とは全く違う領域」



５ 米国の宇宙戦略

オバマ政権

2011年「国家安全保障宇宙戦略」：「宇宙が３つのＣ」

トランプ政権

2018年「国家宇宙戦略」：「宇宙における死活的な国益を守る」

2019年 宇宙軍創設

2020年「国防宇宙戦略」：「中国、ロシアの対宇宙兵器が最大の脅威」

2020年 宇宙ドクトリン「スペースパワー」

バイデン政権

2022年「国家安全保障戦略」「国家防衛戦略」「軍事戦略」

2024年 国防総省「商業宇宙統合戦略」

米宇宙軍「米宇宙軍商業戦略」

©米大統領府

©米大統領府

©防衛省HP



６ 我が国の宇宙安全保障政策（１）

1969年 「宇宙の平和利用決議」（平和の目的に限る、非軍事）

2008年 「宇宙基本法」成立

「宇宙関連条約に従って宇宙利用を行う」（安全保障のための宇宙利用に道）

2009年 第1次「宇宙基本計画」策定

「安全保障を強化するための新たな宇宙開発利用を推進」

2015年 第3次「宇宙基本計画」策定

「宇宙空間における安全保障上の重要性が増大」

①宇宙空間の安定利用の確保

②宇宙を活用した我が国の安全保障能力の強化

③宇宙協力を通した日米同盟等の強化を図る
出典：「宇宙基本計画」
（内閣宇宙戦略室編集、2013）の表紙
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我が国の宇宙安全保障戦略の体系

防衛力整備計画
2022.12

国家防衛戦略
2022.12

国家安全保障戦略
2022.12

宇宙安全保障構想
2023.6

工程表
2024.7

宇宙基本計画
2023.6

宇宙基本法
2008

宇宙技術戦略
2024.3

６ 我が国の宇宙安全保障政策（２）
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【国家安全保障戦略(2022.12)】

１ 「宇宙の安全保障に関する総合的な取り組みの強化」

・宇宙空間の安全かつ安定した利用等を確保するため、宇宙の安全保障分野での

対応能力を強化（我が国全体の宇宙に関する能力を安全保障分野で活用）

①政府の意思決定体制の構築 ②宇宙領域把握体制の強化

③スペースデブリ対応の推進 ④妨げる能力の拡充

⑤国際的行動規範の策定を含む同盟国・同志国との連携強化

２ 「安全保障のための情報に関する能力の強化」

・電波情報・画像情報等の多様な情報源に関する情報収集能力を大幅に強化

・内閣衛星情報センターと防衛省・自衛隊の協力・連携を強化

６ 我が国の宇宙安全保障政策（３） 国家安全保障戦略



「まもる」「とらえる」

６ 我が国の安全保障政策（４）防衛省の取り組み
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②「妨げる能力」の強化
③サイバーセキュリティ強化

「つなぐ」

衛星通信システムの多層化
・冗長化(抗たん性向上）
①低軌道小型通信衛星
ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ実証

②次期防衛通信衛星整備
③ＰＡＴＳの実証

①「ﾀｰｹﾞｯﾃｨﾝｸﾞ」
ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ構築

①「ＳＤＡ体制の構築」
・ＳＤＡ衛星、地上センサ、
システムの確実な運用

・米軍や民間事業者と情報共有

②「ＨＧＶ探知・追尾」
ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ実証



６ 我が国の宇宙安全保障政策（５）日米宇宙安全保障協力

【日米宇宙安全保障協力】

2009.11 日米首脳会談：「安全保障分野における宇宙協力」で合意

2014 「日米宇宙状況監視（SSA）協力取極」締結

2015.4 「日米防衛協力の指針」：「宇宙利用を確実にするため日米の連携を強化」

2018.10   シュリーバー演習への参加

2019.4 日米２＋２：「みちびき」への「米国のSSAセンサー」の相乗り

2020.10 米宇宙コマンド多国間調整所への連絡官派遣

2023.1 日米２＋２：「宇宙への、宇宙から、宇宙への攻撃は

日米同盟の安全に対する明確な挑戦」

2023.5 米宇宙コマンド司令部に連絡官派遣

2023.3    「宇宙に関する包括的日米対話（第８回）」

2023.12 連合宇宙作戦イニシアチブ（CSｐO)への参加

2024.4 日米首脳会談：「日米宇宙協力を進化させる」 2020.8.27 米宇宙軍作戦部長レイモンド大将が
安倍総理を表敬（©内閣広報室）

安全保障分野における日米宇宙協力が深化



７ 宇宙安全保障構想（１） 策定の目的
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【「宇宙安全保障構想(令和5年6月13日)」の目的】

①「国家安全保障戦略(令和4年12月)」に基づき、宇宙安全保障の

課題と政策を具体化し、宇宙安全保障に必要なおおむね10年間

を念頭に置いた取組みを明らかにする

②宇宙安全保障への取り組みを「宇宙基本計画」に反映させる



７ 宇宙安全保障構想（２） 目標とアプローチ

【宇宙安全保障上の目標】

我が国が、宇宙空間を通じて国の平和と繁栄、国民の安全と安心を
増進しつつ、同盟国と・同志国等とともに、宇宙空間の安定的利用と
宇宙空間への自由なアクセスを維持すること。

【目標を達成するためのアプローチ】

①第1のアプローチ：安全保障のための宇宙システム利用の抜本的拡大

②第2のアプローチ：宇宙空間の安全かつ安定的な利用の確保

③第3のアプローチ：安全保障と宇宙産業の発展の好循環の実現
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７ 宇宙安全保障構想（３） 三つアプローチ
【第1のアプローチ：宇宙からの安全保障】「安全保障のための宇宙システム利用の抜本的拡大」

①情報収集：広域・高頻度・高精度な情報収集態勢の確立

②ミサイル防衛：ミサイル脅威への対応

③情報通信：重層的かつ耐傍受性・耐妨害性の高い衛星情報通信態勢の確立

④衛星測位：衛星測位機能の強化

⑤宇宙輸送：大規模・柔軟な宇宙輸送態勢の確立

【第2のアプローチ：宇宙における安全保障】「宇宙空間の安全かつ安定的な利用の確保」

①宇宙領域把握等：宇宙領域把握等の充実・強化

②軌道上サービス：衛星の長期的・経済的運用のためのライフサイクル管理

③不測事態対応体制の強化

④国際的な規範・ルール作りへの主体的貢献

【第3のアプローチ：宇宙産業の支援・育成】「安全保障と宇宙産業の発展の好循環の実現」

①宇宙技術戦略の実行：先端・基盤技術開発力の強化、自律性を確保すべき重要技術の国産化

②政府・関係機関の役割・連携の強化：JAXAの役割強化、政府の先端技術研究開発成果の活用

③民間イノベーションの活用：民間技術の活用、民間主導の技術開発の支援
26



７ 宇宙安全保障構想（４）宇宙アーキテクチャの構築

27
https://www8.cao.go.jp/space/anpo/anpo.html より引用

https://www8.cao.go.jp/space/anpo/anpo.html


８ 結 言
◎宇宙領域における中国の台頭、ロシアの復活、宇宙利用の多極化→宇宙はすでに戦闘領域

◎宇宙は軍民デュアルユース（民間の先端技術・スピードを活用）→ウクライナ戦争「商業宇宙戦争」

◎今後とも、宇宙における軍事的優勢の確保のための競争が継続

（軍事目的のための宇宙システムの利用、対宇宙兵器の開発配備など）

◎国際社会の協力で安定した宇宙利用（宇宙コントロール）のための制度作りが求められる

（宇宙領域把握、宇宙交通管理、国際行動規範の策定、透明性・信頼醸成措置等）

28

我が国の平和と繁栄のため宇宙の安定利用は死活的に重要

→ 我が国として宇宙安全保障に積極的な貢献が求められている

①宇宙領域把握、宇宙システムの機能保証（妨げる能力を含む）などに貢献

②米国・有志国、民間企業との連携・相互支援の強化

③国際行動規範の策定、透明性・信頼醸成措置などルール作りへの参画

④「統合宇宙防衛戦略」「宇宙ドクトリン」「宇宙安全保障商業戦略」などの策定



参 考 資 料
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５ 米国の宇宙戦略（２）米国防総省商業宇宙統合戦略

30

【米国防総省商業宇宙統合戦略（2024.4）】
「商用宇宙ｿﾘｭｰｼｮﾝを国家安全保障の宇宙ﾐｯｼｮﾝとｱｰｷﾃｸﾁｬに統合することで
米軍のﾚｼﾞﾘｴﾝｽと抑止力を強化することが極めて重要」
「この目的を達成するために商用事業体との協力に関する戦略的指針を提示」

１ 基本原則
（１）ﾊﾞﾗﾝｽ、（２）ｲﾝﾀｰｵﾍﾟﾗﾋﾞﾘﾃｨ、（３）ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ、（４）責任ある行動
２ 優先事項
（１）紛争の全領域における商業ｿﾘｭ‐ｼｮﾝの活用
（２）紛争前に商業ｿｼｭｰｼｮﾝとの統合を達成
（３）商業ｿﾘｭｰｼｮﾝを統合するための要件を確立
（４）新しい商業宇宙ｿﾘｭｰｼｮﾝの開発を支援
３ ミッションエリア
（１）軍のﾐｯｼｮﾝｴﾘｱ：戦闘力投射,指揮統制,電子戦,核爆発探知,ﾐｻｲﾙ警戒,測位
（２）ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞなﾐｯｼｮﾝｴﾘｱ：ｻｲﾊﾞｰｽﾍﾟｰｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ,通信,衛星運用,ISR,SDA,環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
（３）民間のﾐｯｼｮﾝｴﾘｱ：SAML,宇宙ｻｰﾋﾞｽ・組立・製造など新たなﾐｯｼｮﾝ分野



５ 米国の宇宙戦略（３）米宇宙軍商業宇宙戦略

31

【米宇宙軍商業宇宙戦略（2024.4）】
＊「宇宙における優位性に対する脅威に対抗するため、民間企業の革新的能力、ｽｹｰﾗﾌﾞﾙ
な生産、迅速な技術開発速度を活用」
（この戦略を実行するコストと課題は現状維持のリスクに比べればはるかに少ない）

＊「米軍・民間企業・連合国の能力を統合したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ宇宙能力を開発」
＊「今あるものを活用し、買えるものは買い、作らなければならないものだけを作る」

１ 商業利用の4つの基準
（１）作戦上の有用性、（２）実現可能性、（３）ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ、（４）実戦投入までのｽﾋﾟｰﾄﾞ
２ 4つの取組
（１）協力的な透明性確保（民間宇宙ｿﾘｭｰｼｮﾝの理解、協力に対する過度の障壁緩和）
（２）オペレーションと技術の統合（民間宇宙ｿﾘｭｰｼｮﾝをﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ宇宙ｱｰｷﾃｸﾁｬへ統合）
（３）リスクマネジメント（民間のリスク軽減支援）
（４）将来への探求（民間宇宙分野の新技術の探求）
３ 商業宇宙へ求める能力
①通信、②SDA、③SAML、④Tac SRT、⑤SBEM、⑥Cyber Ops.、⑦C２、⑧PNT
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【国家防衛戦略（2022.12）】

１ 「国全体の防衛体制の強化：宇宙領域」
・宇宙領域は、領域横断作戦遂行上、死活的に重要=「政府全体で能力を強化」

・情報収集、通信、測位等の目的で宇宙空間の安定的な利用を確保=「民間事業者と連携を強化」

・民生技術の一層の活用（民間の技術開発投資を促進、国全体の宇宙空間における能力を向上）

２ 「防衛力の抜本的強化：領域横断作戦能力（宇宙領域）」

・衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ等により情報収集、通信、測位等の機能を宇宙から提供

・宇宙領域把握（SDA)体制の確立、宇宙アセットの抗たん性強化

・相手方の宇宙利用を妨げ、無力化する能力を拡充

３ 「指揮統制・情報関連機能」
・ﾘｱﾙﾀｲﾑ性・抗たん性・柔軟性のあるﾈｯﾄﾜｰｸを構築。迅速・確実なISRT(ﾀｰｹﾞｯﾃｨﾝｸﾞ)を実現

・衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ等によるﾆｱﾘｱﾙﾀｲﾑ情報収集能力を整備(2027年まで)

・情報本部の電波情報、画像情報等の収集・分析能力を抜本強化。情報収集衛星を効果的に活用

４ 「航空自衛隊を航空宇宙自衛隊とする」

６ 我が国の宇宙安全保障政策（４） 国家防衛戦略
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【防衛力整備計画（2022.12）】

１ 領域横断作戦能力向上のため、宇宙領域を活用した情報収集、通信等の能力を向上
「宇宙から情報を『つなぐ』、地上目標やHGVを『とらえる』」

①米国、民間衛星の利用等により目標を探知・追尾するための衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝを構築

②衛星を活用した極超音速滑空兵器(ＨＧＶ)の探知・追尾等の対処能力の技術実証

③Ｘバンド 通信に加え、より抗たん性の高い通信帯域を複層化

④情報収集衛星・民間衛星等を活用した宇宙領域からの情報収集能力を強化

⑤抗たん性のある通信、ｼｽﾃﾑ･ﾈｯﾄﾜｰｸ及びデータ基盤を構築

⑥宇宙関連装備品の運用を一元的に指揮統制する宇宙作戦指揮統制システムの整備

６ 我が国の宇宙安全保障政策（５-１）防衛力整備計画



６ 我が国の宇宙安全保障政策（５-2）防衛力整備計画
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２ 宇宙領域の安定的利用に対する脅威への対応
「SDAを基盤としてサイバー攻撃を含む妨害から自衛隊の宇宙利用を『まもる』」

①相手の指揮統制・情報通信等を妨げる能力を強化
②平素からの宇宙領域把握(ＳＤＡ)能力を強化（ＳＤＡ衛星の整備、複数機運用の検討）
③衛星を含む宇宙システムの抗たん性を強化（複数の測位信号の受信、民間衛星等の
利用を推進、衛星通信の抗たん性技術の開発実証に着手）

④米国等と宇宙領域把握(ＳＤＡ)情報の共有、高い抗たん性を有する通信を多国間
で共同使用

３ 宇宙領域に係る組織体制・人的基盤の強化
①ＪＡＸＡ等の関係機関や米国等の同盟国・同志国との交流による人材育成、連携強化
②関係省庁間で蓄積された宇宙分野の知見等を有効に活用する仕組みの構築
③宇宙作戦能力を強化するため、将官を指揮官とする宇宙領域専門部隊を新編、
航空自衛隊を航空宇宙自衛隊に改称


